
令和元年度 鳥取県の国保

～ＫＤＢデータ（医療・健診・介護）

から見る鳥取県及び市町村別の姿～

鳥取県





はじめに

国民健康保険（以下「国保」という。）制度は、制度発足以来、国民皆保険制度の中

核的な役割を担ってきましたが、当初は農林水産業や自営業を中心とした被保険者も、

現在では無職者や非正規雇用者の割合が増加し、また被保険者の年齢構成が高いことか

ら医療費水準が高くなるなど構造的な課題を抱え、厳しい財政運営を迫られています。

これらの課題を解消するため、平成３０年度からの国保制度改革においては、都道府

県は市町村とともに国保の保険者となり財政運営を担うとともに、県と市町村が一体と

なって国保に関する事務の共通化や保健事業を推進していくこととなりました。

急速な少子高齢化の中、県民生活の質の向上を図りつつ、国保制度を将来にわたって

持続可能な制度とするためには、健康づくりの推進を踏まえた健康寿命の延伸及び医療

費適正化の取組の推進が不可欠です。

こうした取組を着実に推進するためには、県内の医療費や疾病等の状況を定期的に把

握・分析し、評価を行うことで検証するＰＤＣＡサイクルを循環させる必要があり、そ

の過程において、医療と介護等の各種データから県全体及び各市町村の状況を「見える

化」し、それぞれの特性にあった保健事業を展開していく必要があります。

本県では、平成２７年度から鳥取県国民健康保険団体連合会において「データで見る

鳥取県の国保」として県全体の国保の医療費等の状況をとりまとめ、市町村に提供して

いますが、平成３０年度から県の取組として、国保データベース（ＫＤＢ）システム等

を活用して市町村ごとの医療費や疾病等の分析を加え、その結果を本書のとおり「鳥取

県の国保」としてまとめております。

こうした県全体と市町村ごとの医療費や疾病等のデータを踏まえて、市町村による保

健事業の企画立案や効率的な事業実施を図ることで、健康寿命の延伸及び医療費適正化

の取組等の推進の一助となれば幸いです。

令和２年３月

鳥取県福祉保健部健康医療局医療・保険課
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Ⅰ 鳥取県の国保に関する
概要
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（Ⅰ）
概要

○全国と比較して、国保加入率は低く、加入者の平均年齢は高い。
○出生率は全国よりもやや高く、死亡率、高齢化率が高い。
○平均寿命は全国よりも男性は低いが、女性はやや高い。

１．鳥取県の概要

出典：「100の指標から見た鳥取県（平成30年版）」、※はKDB帳票No.3（令和元年12月作成）

（Ⅰ）
概要

○鳥取県の人口は年々減少している。平成27年度は573,441人だったが、
令和1年度は555,663人で4年間で17,778人（3.1％）減少した。
○国保被保険者数は年々減少している。平成27年度は136,670人だったが、
令和1年度は119,904人で4年間で16,766人（12.3％）減少した。

２．鳥取県人口、国保被保険者数

出典：人口は鳥取県統計課 鳥取県の推計人口（各年度10月1日時点）
被保険者数はKDB帳票No.1各年度（累計）（令和01年度は令和元年12月作成）

項目 鳥取県 全国 出典元調査年度

人口 （千人） 565 126,706 H29

国保被保険者数 （人） 119,904 30,264,239 R1 ※

国保加入率 （％） 21.1 24.1 R1 ※

国保加入者平均年齢 （歳） 55.3 51.6 R1 ※

出生率 （人口千対） 7.68 7.59 H29

死亡率 （人口千対） 13.43 10.75 H29

高齢化率 （65歳以上） （％） 31.0 27.7 H29

平均寿命 男 （年） 80.17 80.77 H27

女 （年） 87.27 87.01 H27

産業構成 １次産業 （％） 9.1 4.0 H27

２次産業 （％） 22.0 25.0 H27

３次産業 （％） 69.0 71.0 H27
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（Ⅰ）
概要

○国保の加入率が高いのは、北栄町28.4％。低いのは江府町19.2％。
○市町村の高齢化率が高いのは、日南町50.9％。低いのは日吉津村の

27.7％で全国の平均と同じ。

３．国保の加入率、高齢化率

出典：加入率はKDB帳票No.4平成30年度（累計）
高齢化率は「100の指標から見た鳥取県（平成30年版）」

（Ⅰ）
概要 ○出生率が高いのは、日吉津村11.7。低いのは、日野町3.2 。

○死亡率が高いのは、日野町28.4。低いのは、日吉津村7.7。

４．出生率、死亡率（人口千対）

出典：「100の指標から見た鳥取県（平成30年度版）」

赤線
は
県
平均

一番高い市町村
一番低い市町村
（医師国保には付与しない）
以下同様とする。

緑線
は
全国
平均
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（Ⅰ）
概要

５．平均寿命

（Ⅰ）
概要

○1次産業が高いのは日南町、低いのは米子市。
○2次産業が高いのは智頭町、低いのは日南町。
○3次産業が高いのは米子市、低いのは日南町。

６.産業構成率

出典：ＫＤＢ帳票No.3 平成30年度（累計）（総務省ホームページ平成27年度実績市町村別決算状況調）

1次産業：農業、林業、漁業
2次産業：鉱業、建築業、製造業
3次産業：サービス業等

一番高い市町村
一番低い市町村

○男性 上位順 1位 伯耆町、2位 南部町、3位 鳥取市
下位順 1位 智頭町、2位 倉吉市、3位 若桜町、琴浦町、日南町

○女性 上位順 1位 伯耆町、2位 米子市、3位 岩美町
下位順 1位 北栄町、2位 日野町、3位 若桜町、日吉津村、日南町

出典：「100の指標から見た鳥取県（平成30年度版）」
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（Ⅰ）
概要 ○県全体で国保の保健事業を主たる業務として実施している職員は73人。また、衛生部

門や介護部門の専門職が兼務している人数を入れると127人。正規職員の事務職は20
人（27.4％）、保健師19人（26.0％）、管理栄養士4人（5.5％）。

７. 国保の保健事業実施体制

出典：保険者調査（令和元年12月）

※市町村の回答による。

国保の保健事業実施体制

令和元年度 国保の保健事業を主たる業務として実施している人数を上段覧に記入。

衛生部門や介護部門等の専門職が兼務している場合は下段（兼務）覧に記入。

健診時のみ、あるいは訪問指導時のみ兼務または雇用している専門職等も記入。

市町村名 事務職
有資格者

合
計

保健師 管理栄養士 看護師 栄養士 その他

正
規

嘱
託

非
常
勤

計
正
規

嘱
託

非
常
勤

計
正
規

嘱
託

非
常
勤

計
正
規

嘱
託

非
常
勤

計
正
規

嘱
託

非
常
勤

計
正
規

嘱
託

非
常
勤

計

鳥取市 2 2 1 1 1 1 3 3 0 0 7

（兼務） 2 2 6 1 7 1 1 4 1 5 0 0 15

米子市 1 1 1 2 1 4 1 1 2 1 1 0 0 8

（兼務） 0 0 0 0 0 0 0

倉吉市 1 1 0 0 0 0 0 1

（兼務） 1 1 2 5 5 1 1 2 0 0 0 9

境港市 0 1 1 0 1 1 0 0 2

（兼務） 0 0 1 1 0 0 0 1

岩美町 3 3 1 1 1 1 0 0 0 5

（兼務） 1 1 1 1 1 1 0 0 0 3

若桜町 0 0 0 0 0 0 0

（兼務） 2 1 3 2 2 0 0 1 1 0 6

智頭町 1 1 1 1 0 0 0 0 2

（兼務） 1 1 1 1 0 0 0 0 2

八頭町 0 1 1 0 0 0 0 1

（兼務） 4 4 6 1 7 1 1 2 2 2 0 0 15

三朝町 1 1 3 3 1 1 0 0 0 5

（兼務） 0 0 0 0 0 0 0

琴浦町 0 0 0 0 0 0 0

（兼務） 5 3 8 10 1 11 1 1 1 1 2 0 0 22

湯梨浜町 2 1 3 0 0 1 1 0 0 4

（兼務） 1 1 1 1 0 0 0 0 2

北栄町 2 2 3 1 4 1 1 2 1 1 0 0 9

（兼務） 2 2 3 3 1 1 1 1 0 0 7

日吉津村 1 1 0 0 0 0 0 1

（兼務） 1 1 1 1 0 0 0 0 2

南部町 2 2 8 8 1 1 0 0 0 11

（兼務） 2 2 8 8 1 1 0 0 0 11

伯耆町 1 1 2 0 0 0 0 0 2

（兼務） 1 1 2 4 4 1 1 0 0 0 7

大山町 2 1 3 0 0 0 0 0 3

（兼務） 0 5 5 1 1 0 0 0 6

日南町 0 2 2 0 7 7 0 2 2 11

（兼務） 3 1 4 7 7 1 1 0 0 1 1 13

日野町 1 1 0 0 0 0 0 1

（兼務） 0 2 2 1 1 0 0 0 3

江府町 0 0 0 0 0 0 0

（兼務） 1 1 2 2 0 0 0 0 3

合計 20 1 2 23 19 3 4 26 4 2 2 8 0 4 10 14 0 0 0 0 0 0 2 2 73

（兼務） 27 1 6 34 64 1 2 67 10 3 1 14 1 5 4 10 1 0 0 1 0 0 1 1 127



Ⅱ 鳥取県の国保に関する
財政状況
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（Ⅱ）
財政
状況

○主な収入は、保険料16.02％、国庫支出金20.71％、前期高齢者交付金
26.59％であり、被保険者からの保険料よりも国庫支出金等の公費の方が多
い。

１．鳥取県国保の収入

出典：厚労省平成29年度国民健康保険事業年報（第8表）

（Ⅱ）
財政
状況

○支出のうち保険給付費（医療費等）が60.73％を占め、次いで共同事業拠出
金が20.86％となる。

２．鳥取県国保の支出

出典：厚労省平成29年度国民健康保険事業年報（第8表）

収入額 70,333,716,640円

支出額 68,364,311,614円



(%)
保険者名 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 30年度順位
鳥取市 91.21 91.80 92.69 93.23 93.22 18
米子市 88.95 89.02 89.97 91.60 92.26 19
倉吉市 94.35 94.48 94.62 95.00 95.37 14
境港市 91.54 91.84 92.78 93.98 94.41 17
岩美町 94.00 93.43 92.49 94.00 94.97 16
若桜町 97.60 99.38 99.47 99.60 98.47 2
智頭町 98.78 98.26 98.20 98.24 96.87 7
八頭町 92.91 93.08 93.98 95.72 95.36 15
三朝町 97.37 97.57 97.12 95.56 95.73 13
湯梨浜町 96.94 96.74 96.42 97.25 97.73 4
琴浦町 95.47 96.01 96.05 95.73 96.01 9
北栄町 98.04 98.24 98.15 99.01 98.70 1
日吉津村 93.86 94.03 94.31 95.13 95.90 11
大山町 94.54 94.81 95.37 95.54 95.98 10
南部町 96.01 95.45 94.32 94.55 95.90 12
伯耆町 96.85 97.00 96.25 97.06 96.33 8
日南町 97.63 97.40 97.74 98.08 97.21 6
日野町 95.87 97.74 98.98 98.11 97.81 3
江府町 97.39 97.16 96.26 97.76 97.68 5
県 92.29 92.51 93.14 93.98 94.24
全国 90.95 91.45 91.92 92.45
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（Ⅱ）
財政
状況

○鳥取県の収納率は年々増加しており、毎年全国平均より高く、平成29年度
は93.98％である。

３．保険料収納率

出典：厚労省平成29年度国民健康保険（市町村）の財政状況について（速報値）
鳥取県福祉保健部健康医療局医療・保険課提供資料

（Ⅱ）
財政
状況

○平成30年度収納率が一番高いのは北栄町、低いのは米子市。

４. 保険料収納率（市町村別）

出典：鳥取県福祉保健部健康医療局医療・保険課提供資料（令和元年11月22日作成 速報値）
※赤色の箇所は各年度の上位1位の市町村である。

92.29 92.51
93.14

93.98

90.95
91.45

91.92
92.45

89

90

91

92

93

94

95

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

（％） 収納率の年次推移

鳥取県 全国
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（Ⅱ）
財政
状況

○平成29年度と30年度を比較すると全市町村が増加している。
県平均で4.0ポイント増加しており、7保険者は5ポイント以上増加した。
（県平均は医師国保を含む）

５．ジェネリック数量シェア

（Ⅱ）
財政
状況

○平成30年度は、件数、金額ともに減っているが、1件当たりの補償決定金額
はケースによりかなり差があるため、年度によりばらつきがある。

６. 第三者行為損害賠償求償事務実績

出典：鳥取県国民健康保険団体連合会（毎年度4月～3月）
（鳥取市、米子市は独自求償、その他の市町村は連合会委託分）

※平成30年度のみ数値（％）を表示している。
出典：国保総合システム（平成29年度：平成28年10月～平成29年9月審査

平成30年度：平成29年10月～平成30年9月審査）



Ⅲ 鳥取県の医療費の状況
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（Ⅲ）
医療費

○レセプト件数1.8％の入院患者が医療費総額の43.7％を占める。

１．レセプト件数と医療費の関係

出典：平成30年度 国民健康保険 保険者別医療費年間諸率統計 市町村（一般+退職）

（Ⅲ）

医療費

２．1人当たり医療費

出典：KDB帳票No.4各年度（累計）
（平成30年4月～平成31年3月診療）

※入院外及び歯科は、各レセプトとそれに紐づく調剤レセプトが対象である。

入院外
3年間で1.6％増

入院
3年間で9.5％増

歯科
3年間で6.8％増

○1人当たり医療費は、入院、入院外、歯科ともに緩やかな増加傾向である。
○平成30年度の1人当たり医療費は、入院外192,909円、入院161,527円、
歯科23,919円で、例年入院外が一番多い。
（医師国保を含む）
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（Ⅲ）
医療費

○1人当たりの入院医療費が高い市町村は若桜町、低いのは三朝町。

３．1人当たり入院医療費

出典：ＫＤＢ帳票No.4平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

（Ⅲ）

医療費
○1人当たりの入院日数が多い市町村は日南町、少ないのは北栄町。

４．1人当たり入院日数

出典：ＫＤＢ帳票No.4平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）



-13-

（Ⅲ）
医療費

○1人当たりの外来医療費が高い市町村は江府町、低いのは智頭町。

５．1人当たり外来医療費

出典：ＫＤＢ帳票No.4平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

（Ⅲ）

医療費
○1人当たりの外来日数が多い市町村は境港市、少ないのは智頭町。

６．1人当たり外来日数

※本データは、医科に係る外来レセプトとそれに紐づく調剤レセプト

※本データは、医科に係る外来レセプトとそれに紐づく調剤レセプト

出典：ＫＤＢ帳票No.4平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）
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（Ⅲ）
医療費

○0～19歳は呼吸器が一番高い。
〇循環器は10～19歳が高く、その後、50歳以降年齢とともに再び高くなる。
○20～29歳、60歳～74歳は新生物が高い。
〇20～59歳は神経系、 30～59歳は精神が高く、約20～30％を占める。

７．疾病別入院医療費の割合（男性）

（Ⅲ）

医療費

○0～29歳は呼吸器が一番高く、20％以上を占める。
○30～59歳は神経系、精神が高く、20％以上を占める。
○40歳から新生物が増加し、60～74歳では20％以上を占める。
○60～74歳は筋骨格、循環器の割合も高くなっている。

８．疾病別入院医療費の割合（女性）

※年齢階層別の医療費について、各疾病分類の医療費割合を集計。医師国保を含む

※年齢階層別の医療費について、各疾病分類の医療費割合を集計。医師国保を含む。

出典：ＫＤＢ帳票No.42平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

出典：ＫＤＢ帳票No.42平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）
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（Ⅲ）
医療費

○0～9歳の呼吸器が占める割合は50％、10～19歳は27％と圧倒的に高い。
○20歳～49歳は精神疾患が高く、約20％を占める。
○40～59歳の尿路が高く、20％以上を占める。
○40歳以降循環器、新生物、内分泌は年齢とともに増加する。

９．疾病別外来医療費の割合（男性）

（Ⅲ）

医療費
○0～9歳の呼吸器が約50％、 10～19歳は内分泌、呼吸器が約20％を占める。
○20～49歳は精神が高く20％以上を占める。
○50～59歳は新生物、尿路も高い。
○50歳以降年齢とともに筋骨格、循環器、内分泌の割合が高くなる。

１０．疾病別外来医療費の割合（女性）

※年齢階層別の医療費について、各疾病分類の医療費割合を集計。医師国保を含む。

※年齢階層別の医療費について、各疾病分類の医療費割合を集計。医師国保を含む。

出典：ＫＤＢ帳票No.42平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

出典：ＫＤＢ帳票No.42平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）
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（Ⅲ）
医療費

○歯科の受診率が高い市町村は江府町、低いのは北栄町。

１１．歯科の受診率

（Ⅲ）

医療費
○歯科の1人当たり医療費が高い市町村は江府町、低いのは湯梨浜町。

１２．歯科の1人当たり医療費

出典：ＫＤＢ帳票No.1 平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

出典：ＫＤＢ帳票No.1 平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）
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（Ⅲ）
医療費

○0～9歳、 10～19歳は呼吸器が多く、30歳代から年齢とともに精神が増加している。
○循環器、新生物は60歳から急に多くなる。全体では、新生物、精神、循環器の順に
件数が多い。

（医師国保を含む。以下同様とする）

１３．疾病別入院件数（男性）

（Ⅲ）

医療費
○0～9歳は呼吸器が多い。
○精神は30歳代から年齢とともに増加する。
○筋骨格、循環器、新生物は40歳から年齢とともに増加するが、特に60歳から急に
増加する。全体では、精神、新生物、神経系の順に件数が多い。

１４．疾病別入院件数（女性）

出典：ＫＤＢ帳票No.42 平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

出典：ＫＤＢ帳票No.42 平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）
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（Ⅲ）
医療費

○0～9歳、10～19歳は呼吸器が圧倒的に多く、60歳から再び多くなる。
○循環器が内分泌とともに60歳から急激に増加している。
〇全体では、循環器、内分泌、呼吸器の順に件数が多い。

１５．疾病別外来件数（男性）

（Ⅲ）

医療費
○男性同様、0～9歳は呼吸器が圧倒的に多く、60歳から再び多くなる。
○20～59歳は呼吸器、精神が多い。
○全体では、内分泌、循環器、筋骨格の順に多く、ほとんどの疾患で60歳から急に
増加している。男性よりも筋骨格、内分泌が多い。

１６．疾病別外来件数（女性）

出典：ＫＤＢ帳票No.42 平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

出典：ＫＤＢ帳票No.42 平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）
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（Ⅲ）
医療費

○がん、高血圧は男女に大きな差が見られないが、心臓病、糖尿病、脳卒中
等は男性が多い。

１７．生活習慣病に係るレセプト件数

（Ⅲ）

医療費
○いずれの疾病も、女性より男性の方が医療費が高い。特に心臓病は約3倍、
脳卒中は約2倍、糖尿病は約1.5倍の差がある。

１８．生活習慣病に係るレセプト医療費

出典：ＫＤＢ帳票No.45平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）

出典：ＫＤＢ帳票No.45平成30年度（累計）（平成30年4月～平成31年3月診療）



Ⅳ 鳥取県における特定健康診査・
特定保健指導の状況
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（Ⅳ）
健診

（Ⅳ）

健診

１．特定健診 年齢別対象者数
○男女とも40～54歳の対象者は横ばいまたは緩やかに減少し、55～59歳、

60 ～64歳の対象者は年々減少している。
○男女とも65歳～69歳は増加していたが、平成29年度に減少し、70歳～74歳
が増加している。

２．特定健診・特定保健指導 実施率男女別
○男女とも特定健診・特定保健指導実施率は4年間で増加しているが、
平成30年度の特定保健指導実施率は前年度より減少した。
○特定健診も特定保健指導も、実施率は男性より女性の方が高い。

男性は
4年間で3.0
ポイント増加

女性は
4年間で2.6
ポイント増加

男性は
4年間で3.4
ポイント増加

女性は
4年間で3.1
ポイント増加

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料
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（Ⅳ）
健診

３．特定健診 実施率
〇県全体では年々上昇している。平成30年度の特定健診実施率が高いのは、
日吉津村で50.6％。岩美町、智頭町、日南町、日野町は平成29年度に比べ
て5ポイント以上上昇している。

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料

※県は市町村国保の平均
※赤色の箇所は各年度の実施率1位の市町村である。

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料

※1位と19位との差は26.9ポイント

（％）

保険者名 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 30年度順位

鳥取市 31.0 32.8 33.1 33.9 34.7 12
米子市 30.4 30.4 29.9 30.6 29.9 17
倉吉市 17.8 18.9 18.5 20.0 23.7 19
境港市 20.5 21.1 22.1 23.3 24.6 18
岩美町 36.8 40.3 35.4 41.2 46.8 4
若桜町 49.6 47.6 47.7 49.4 49.1 2
智頭町 30.9 32.3 34.2 33.8 39.1 9
八頭町 44.7 47.7 46.8 46.2 48.0 3
三朝町 28.7 31.6 28.9 29.3 31.0 16
湯梨浜町 26.0 29.1 29.9 29.8 31.2 15
琴浦町 40.0 41.0 37.1 34.7 37.9 10
北栄町 37.2 37.3 37.0 39.3 44.1 6
日吉津村 46.7 49.0 48.7 52.4 50.6 1
大山町 30.9 25.3 26.6 27.9 32.8 14
南部町 41.1 40.6 40.9 38.3 37.1 11
伯耆町 42.6 42.8 41.4 44.0 39.7 8
日南町 30.4 42.2 46.9 38.9 44.1 6
日野町 27.7 23.5 27.8 28.1 33.6 13
江府町 52.6 49.3 48.7 47.6 45.9 5
県 30.7 31.7 31.5 32.2 33.5
国 35.4 36.3 36.6 37.2

H26年～H30年特定健診実施率
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（Ⅳ）
健診

４．特定保健指導 実施率
○県全体ではH26年度から29年度まで年々上昇していたが、平成30年度は低下した。
○平成29年度と比較して保健指導実施率が10％以上上昇したのは日吉津村、大山
町、日南町。平成30年度の大山町は60％を超えている。

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料

※1位と19位との差は61.8ポイント

平成30年度
10％以上増加

※県は市町村国保の平均
※赤色の箇所は各年度の実施率1位の市町村である。

（％）

保険者名 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 30年度順位

鳥取市 34.7 37.0 44.2 41.4 39.7 4
米子市 18.8 20.0 15.9 18.4 15.0 12
倉吉市 20.5 15.8 13.9 6.1 9.3 17
境港市 13.3 9.5 12.9 12.6 9.3 17
岩美町 22.7 40.4 43.7 81.0 34.9 7
若桜町 25.0 30.3 21.4 16.1 11.1 16
智頭町 40.3 46.3 52.8 60.0 58.6 2
八頭町 18.4 19.8 28.0 31.8 30.1 8
三朝町 20.0 26.1 18.8 31.8 14.8 13
湯梨浜町 36.9 39.8 26.1 28.7 18.3 9
琴浦町 27.2 20.5 25.3 61.8 37.6 5
北栄町 4.0 16.2 7.5 28.6 35.8 6
日吉津村 59.1 62.1 51.7 40.6 53.8 3
大山町 20.6 30.1 44.9 54.8 68.7 1
南部町 11.2 16.9 9.8 12.8 12.5 15
伯耆町 45.7 33.9 49.1 33.1 16.3 10
日南町 25.0 7.7 10.3 3.0 13.5 14
日野町 25.0 17.6 4.3 14.3 6.9 19
江府町 30.0 27.8 23.5 12.5 15.8 11
県 25.4 27.4 29.0 32.2 28.5
国 24.4 25.1 26.3 26.9

H26年～H30年保健指導実施率
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（Ⅳ）
健診

（Ⅳ）

健診

５．年齢別メタボリックシンドローム該当者の割合
○男性の方が女性よりメタボリックシンドローム該当者の割合が高い。男性の

55歳以上の4人に1人はメタボリックシンドローム該当である。
○男女とも該当者の割合は、年齢とともに増加傾向にある。

６．年齢別メタボリックシンドローム予備群の割合

○男性の方が女性よりメタボリックシンドローム予備群の割合が高く、平成
30年度は40歳代男性の約2割が予備群に該当。
〇女性では50～54歳が予備群の割合が高い。

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料
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（Ⅳ）
健診

７. 特定健診 有所見者の割合
○各項目別の正常値、保健指導判定値、受診勧奨判定値の割合はグラフのとおり
正常値が一番多い。
○血圧とＬＤＬコレステロールは受診勧奨判定値が目立つ。

出典：特定健診等データ管理システム（FKAC171）平成30年度の市町村の受診者全体（法定報告数ではない）
ただし、喫煙のみKDB帳票No.1平成30年度（累計）

正常値 保健指導判定値 受診勧奨判定値
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（Ⅳ）
健診

（Ⅳ）

健診

８. 特定健診 服薬者の割合

○血圧、脂質、糖尿の順に服薬者の割合が高く、年々増加傾向にある。
〇男性の4割、女性の3割が血圧、男性の2割、女性の3割が脂質、男性の1割
が糖尿で服薬している。

９. 特定健診 受診有無による医療費の違い
○年度によってばらつきがあるものの、入院・外来、男女ともに特定健診の
受診者より未受診者の医療費の方が高い。

出典：特定健診等データ管理システム 法定報告資料

出典：KDB帳票No.46各年度（累計）
KDB帳票平成30年度（累計）：平成30年度特定健診対象者、平成30年4月～平成31年3月レセプト



Ⅴ 鳥取県における介護の状況
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（Ⅴ）
介護

（Ⅴ）
介護

１．要介護認定率
○要介護認定率が高いのは日南町。低いのは北栄町。
○最も高い所と低い所の差は7.9ポイント。

２．要介護度別介護給付費
○要介護度に比例して、介護給付費は増える。
○全国より県の1件当たり給付費が高く、要介護度が高くなるにしたがって
差が大きくなる傾向にある。

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計）介護認定者

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計） （平成30年4月～平成31年3月）
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（Ⅴ）
介護

（Ⅴ）
介護

３．要介護認定者に係る有病状況（高血圧）

○要介護認定者で高血圧症の割合が高いのは南部町。低いのは若桜町。
※要介護認定者のうち国保・後期高齢のレセプトを集計

４．要介護認定者に係る有病状況（脳疾患）

○要介護認定者で脳疾患の割合が高いのは南部町。低いのは若桜町。
※要介護認定者のうち国保・後期高齢のレセプトを集計

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計）

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計）
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（Ⅴ）
介護

（Ⅴ）
介護

５．要介護認定者に係る有病状況（がん）

○要介護認定者でがんの割合が高いのは江府町。低いのは大山町。
※要介護認定者のうち国保・後期高齢のレセプトを集計

６．要介護認定者に係る有病状況（糖尿病）
○要介護認定者で糖尿病の割合が高いのは南部町。
低いのは大山町、日野町。

※要介護認定者のうち国保・後期高齢のレセプトを集計

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計）

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計）
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（Ⅴ）
介護

（Ⅴ）
介護

７．要介護認定者に係る有病状況（認知症）

○要介護認定者で認知症の割合が高いのは琴浦町。低いのは日野町。
※要介護認定者のうち国保・後期高齢のレセプトを集計

８．要介護認定者に係る有病状況（筋骨格）

○要介護認定者で筋・骨格疾患の割合が高いのは日南町。低いのは日吉津村。
※要介護認定者のうち国保・後期高齢のレセプトを集計

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計）

出典：ＫＤＢ帳票No.1平成30年度（累計）



Ⅵ 糖尿病性腎症重症化予防に
関する状況
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（Ⅵ）
糖尿病
性腎症

１．男女別人工透析人数

○人工透析の人数は、毎年度、女性より男性のほうが1.5倍以上多い。

出典：ＫＤＢ帳票No.19各年度7月作成（5月診療分）

※直近年度のみ人数を表示
出典：ＫＤＢ帳票No.19各年度7月作成（5月診療分）

（Ⅵ）
糖尿病
性腎症

２．年齢階層別人工透析人数

○年齢とともに、人工透析人数は増加する。特に60歳から急に増加する。
※40歳以降は5歳刻み（0～39歳はまとめて集計）
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（Ⅵ）
糖尿病
性腎症

３．男女別糖尿病患者数

○糖尿病患者数は、毎年度、女性より男性のほうが約1.2倍多い。

出典：ＫＤＢ帳票No.14各年度7月作成（5月診療分）

※直近年度のみ人数を表示
出典：ＫＤＢ帳票No.14各年度7月作成（5月診療分）

（Ⅵ）
糖尿病
性腎症

４．年齢階層別糖尿病患者数
○年齢とともに、糖尿病患者数は増加する。特に60歳から顕著に増加する。
※40歳以降は5歳刻み（0～39歳はまとめて集計）
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（Ⅵ）
糖尿病
性腎症

５．男女別年齢階層別糖尿病医療費
○前頁の「３．男女別糖尿病患者数」のとおり、糖尿病患者は男性の方が多
いため、年間医療費も男性の方が高い。
※40歳以降は5歳刻み（0～39歳はまとめて集計）

※直近年度のみ金額を表示
出典：ＫＤＢ帳票No. 45各年度累計

※直近年度のみ金額を表示
出典：ＫＤＢ帳票No. 45各年度累計


